
平
成
十
九
年
五
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

二

三

六

号

北
方
領
土
に
お
け
る
投
資
と
北
方
領
土
問
題
解
決
を
目
指
す
我
が
国
の
立
場
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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北
方
領
土
に
お
け
る
投
資
と
北
方
領
土
問
題
解
決
を
目
指
す
我
が
国
の
立
場
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
付
北
海
道
新
聞
三
十
一
面
に
、
「
本
年
度
最
初
の
『
ビ
ザ
な
し
交
流
』
終
わ
る

進
む
イ
ン
フ

ラ
整
備
工
事

『
共
住
』
議
論
か
み
合
わ
ず

住
民
と
対
話

経
済
協
力
求
め
る
声
も
」
と
の
見
出
し
で
、

「
二
〇
〇
七
年
度
最
初
の
『
ビ
ザ
な
し
交
流
』
に
よ
る
北
方
領
土
訪
問
団
（
八
木
禧
幸
団
長
、
六
十
九
人
）
が
十
四
日
、

国
後
、
択
捉
両
島
で
の
六
日
間
の
日
程
を
終
え
、
根
室
へ
戻
っ
た
。
両
島
で
行
わ
れ
た
ロ
シ
ア
人
住
民
と
の
対
話
集
会
で

は
、
『
共
住
』
な
ど
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
議
論
は
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。
両
島
の
各
地
で
は
、
一
五
年
ま
で
の
公
共
事
業

計
画
『
ク
リ
ー
ル
経
済
社
会
発
展
計
画
』
に
よ
る
工
事
が
進
ん
で
い
た
。

ロ
シ
ア
人
住
民
と
の
対
話
集
会
は
国
後
、
択
捉
で
一
回
ず
つ
開
か
れ
た
。
日
本
側
の
提
案
で
『
共
住
』
『
島
の
将
来
』
が

テ
ー
マ
に
設
定
さ
れ
た
が
、
島
の
主
権
が
日
本
の
も
の
に
な
る
か
、
ロ
シ
ア
に
な
る
か
と
い
う
前
提
条
件
が
示
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
議
論
は
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。

択
捉
島
で
は
、
『
日
本
の
主
権
行
使
』
を
前
提
に
、
日
本
側
が
『
共
住
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
国
籍
を
取
り
た
い
か
』
と

問
い
か
け
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
人
側
は
『
こ
こ
は
ロ
シ
ア
領
土
。
日
本
へ
の
編
入
は
考
え
て
も
い
な
い
』
と
反
発
。
ロ
シ

ア
側
か
ら
は
経
済
協
力
や
日
本
か
ら
の
投
資
を
求
め
る
意
見
が
目
立
ち
、
『
日
本
が
近
い
の
に
、
韓
国
や
中
国
が
日
本
の
占

一



め
る
べ
き
地
位
に
い
る
』
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

八
木
団
長
ら
は
十
日
に
国
後
島
の
南
ク
リ
ー
ル
地
区
行
政
府
、
十
二
日
に
択
捉
島
の
ク
リ
ー
ル
地
区
行
政
府
を
そ
れ
ぞ
れ

訪
問
し
た
。

南
ク
リ
ー
ル
地
区
行
政
府
の
イ
ー
ゴ
リ
・
コ
ー
ワ
リ
地
区
議
会
議
長
兼
地
区
長
は
、
現
在
国
後
、
色
丹
両
島
で
進
め
ら
れ

て
い
る
中
央
政
府
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
『
火
山
を
利
用
し
た
地
熱
発
電
や
、
地
熱
に
よ
る
暖
房
用
の
高
温
蒸
気
の
供
給
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
、
空
港
の
改
修
な
ど
の
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
』
と
指
摘
。

実
際
、
国
後
島
古
釜
布
の
市
街
地
で
は
、
蒸
気
パ
イ
プ
の
埋
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
国
後
唯
一
の
空
港
で
あ
る
メ
ン

デ
レ
ー
エ
フ
空
港
で
は
、
空
港
当
局
者
が
『
現
在
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
を
今
後
五
年
か
け
て
二
千
百
メ
ー
ト
ル
に
延

長
し
、
現
在
、
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
ま
で
週
四
便
の
旅
客
機
に
加
え
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
線
を
新
設
す

る
』
と
説
明
し
た
。

ク
リ
ー
ル
地
区
行
政
府
で
は
、
ア
ナ
ト
リ
ー
・
ス
ベ
ト
ロ
フ
・
地
区
議
会
議
長
兼
地
区
長
が
『
基
幹
産
業
の
漁
業
は
順
調

で
、
サ
ハ
リ
ン
州
で
最
も
出
生
率
が
高
い
。
若
い
人
が
生
活
を
楽
し
め
る
島
に
な
っ
た
』
と
強
調
。

択
捉
島
で
は
、
地
元
最
大
の
企
業
で
あ
る
水
産
業
ギ
ド
ロ
ス
ト
ロ
イ
社
が
内
岡
地
区
に
工
場
を
増
設
し
て
い
る
ほ
か
、
別

二



飛
地
区
で
は
大
型
漁
船
に
対
応
す
る
岸
壁
を
建
設
中
。
ま
た
地
区
の
行
政
府
は
、
病
院
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
建
て
替
え

る
工
事
を
始
め
て
い
た
。

国
後
島
の
住
民
の
間
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
『
本
当
に
作
ら
れ
る
の
か
。
今
ま
で
も
約
束
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た

が
実
現
し
な
か
っ
た
』
（
住
民
対
話
集
会
）
と
疑
う
声
も
あ
っ
た
が
、
『
地
熱
発
電
が
始
ま
っ
て
電
気
代
が
三
割
下
が
っ

た
』
（
訪
問
先
家
庭
）
、
『
今
後
も
住
み
続
け
ら
れ
る
島
づ
く
り
を
歓
迎
す
る
』
（
住
民
対
話
集
会
）
と
期
待
の
声
も
多

か
っ
た
。
」

と
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

北
方
領
土
を
日
本
に
返
還
す
る
こ
と
に
対
す
る
、
北
方
領
土
に
居
住
す
る
ロ
シ
ア
系
住
民
の
意
識
に
つ
い
て
、
外
務
省
は

調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
具
体
的
な
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

北
方
領
土
に
対
し
て
韓
国
と
中
国
が
投
資
を
す
る
こ
と
は
、
北
方
領
土
に
対
す
る
我
が
国
の
立
場
と
抵
触
す
る
か
。
抵
触

す
る
な
ら
ば
、
ど
の
様
な
問
題
が
あ
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

北
方
領
土
に
対
し
て
韓
国
と
中
国
が
投
資
を
行
っ
た
事
実
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

三



五

国
後
島
、
択
捉
島
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
中
央
政
府
に
よ
り
火
山
を
利
用
し
た
地
熱
発
電
や
地
熱
に
よ
る
暖
房
用
の
高
温
蒸

気
の
供
給
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
、
空
港
の
改
修
な
ど
の
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、

か
か
る
事
業
に
対
す
る
外
務
省
の
評
価
如
何
。

六

国
後
島
に
あ
る
メ
ン
デ
レ
ー
エ
フ
空
港
の
滑
走
路
を
、
現
在
の
千
五
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
千
百
メ
ー
ト
ル
に
延
長
す
る
と

い
う
計
画
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
か
か
る
計
画
に
対
す
る
外
務
省
の
評
価
如
何
。

七

過
去
五
年
間
の
国
後
島
に
お
け
る
状
況
は
、
我
が
国
が
目
指
す
形
で
の
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
資
す
る
方
向
で
推
移
し

て
い
る
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


